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変形とその逆探知を含む構文解析
石　綿　敏　雄
9．　概　要
　自動構文解析は各種の密語情報処理の基礎となる，ということができよう。
たとえば内容分析（Centent　analysis），質問解答（Question　answe血g），機
械翻訳などを行うためには，必要不可欠であるといいうる。そのような実用を
目的としなくても，言語の構造あるいは言語行動の構造を実験的に探索すると
いうような目的に対しても，有効な方法であるといえよう。そこで，さきに考
えた構文解析を含むシステムAUTOSEGのあとを受けて，あらたに構文解析
のプpaグラム（IRISOAと命：名）をつくり，いくつかの実験を試みた。ここでは
それについて報告する。AUTOSEGとの主な相違点をあげれば，　AUTOSEG
では扱う文法の型がcontext　freeの句構造規貝彗の取扱が可能であるにすぎな
かったのに対して，IR王SOAではそれを含んで変形規躍までを扱うことがで
き，AUTOSEGでは取扱書面を主として賑本語に限定していたのに対して，
IRISOAは臼本語を含めて他の型の言語も同時に扱うことを想定して設計した
ことなどである。
　IRISOAでもAUTOSEGと間様，辞書・文法とプnグラムとは一搭独立と
した。語彙・文法の詑述者が，自己の儒ずる理論に従って文法と語彙の詑述を
行うと，プログラムはそれをいわばパラメータとして，その雷語記述者が記述
した範囲内で与えられた文の解析を行うのである。AUTOSEGでは，いわゆる
句構造の範囲内で記述の自由を許している。従って橋本文法の連文節や時枝文
法の入子型構造は処理できるが，変形の操作まではできない。それに対して，
IRISOAはいわゆる伝統文法の範囲（かかり受けだけを扱う）を始めとして，
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句構造文法の規則あるいは結合価文法はもちろんのこと，変形規則の扱いも含
むので，かなり多くの型の文法の取り扱いが可能である。そこで，このような
諸種の型の文法による言語記述をパラメータとしてプログラムを実行すれば，
どのような型の文法による言語詑述がどの点でどのような働きを示せるかを，
具体的に明示することができる。実験の結果では伝統的な国文法では，ことば
のかかり受けを重視し，その点の解明ははっきりと行うことができる。これに
対してたとえぽ結合価文法では表層構造に現われない要素で，深層ではあった
と考えられるものを，ある程度機械的に示すことができる。この点は伝統的な
国文法ではできない。このようなことが示せるのは，プPグラムと，解析に用
いる訳語記述（辞書と文法）をはっきりと分けたからである。
　そのことはまた，日本語という特殊な一書語に処理を限定しないようにする
ことを可能にした。この点からいうとAUTOSEGもすでに句構造の範囲で，
一般の雷語に適用が可能であったはずであるが，そのことを十分意識していな
かったために，必ずしも十分とはいえなかった点がある。IRIS　O　Aの設計にあ
たってははじめからそのことを考慮に入れてあったので，プログラム作成者の
意図した範囲でlx一・一・応の損亡を果した。このプログラムではたとえば埋めこみ
の文の存在とその原形を推測するためには表層の形を変えてみるということを
行うのであるが，その操作も「変形」のなかに含めている。その際あるいは
他の場合に，表層の形がどのような句構造規則にどのような変形規則をあては
めて実行したのか（変形規則の実行は何回か重ねて行われる可能性もある）を
推測ないしは逆探知をするテーブルを作成し，これを順次に行わせるので，あ
る特定の言語のために特定の，いわばad　hocなルーチンを用意するというこ
とはしない。したがって言語記述の部分は完全にプログラムと独立している。
　このようにしたために，雷語記述の部分が特定言語の特性の記述になると共
に，プPtグラムの方は雷語行動のシミュレーションの方へ発展させる第一歩と
考えてもよいことになった。ただしきわめて幼稚で初歩的な第一歩であって，
これから真の姿を想定するには，まだ桐当の距離がある。それにヌ寸して言語記
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述の方は，このような段隠でもある程度利用可能であろう。麟本語についての
筆者自身の整理は，国語研報告54所収の南本語の生成語淫雨的記述と言語処
理への応用」（文献1）およびそれを準備するためのいくつかの稿を利用した。
このプログラムの設計に当たってもその点を基礎として考えている。プログラ
ムの実験には，臼本語の場合は変形操作を伴う結合価文法（Valenztheorie）を
主としていくつかの文法理論による記述を試みたが，ドイツ語，フランス語を
扱うときは，変形操作を伴う結合価文法によって記述し，その結果を比較して
みた。その結果は，切地語では名詞などのinherent　featuresとselectional
■uleがきわめて重要な働きを示すのに対し，ドイツ語やフランス語ではそれ以
前に性数格などの文法範疇が購文的にきわめて強力に働き，時にはinherent
featuresをわざわざ持ち出さなくとも解析の手続をすませてしまうケースが少
なからずみられた。これはやや高度な見地からの言語構造の比較であるが，そ
の前にも，動詞句の構造の特性などは同じフ2　一一マットの記述の上に歴然と現
われる。たとえば摂本語の動詞句では支配語である動詞の左側にすべての要素
が来，それもまずコネクタとしての助詞が来，次に実詞としての名詞がくる。
フランス語ではこれらは動詞の左側にくるもの（主格）と右側にくるものに分
かれる。名詞句の構造は，ドイツ語と【日本語には似た面があり，これらとフラ
ンス語とは著しい対照をなす。このように異なった溝造を同一のプログラムで
処理するためには，各論語に通じた一つの抽象的なモデルを考えることが有益
であろう。すなわち支配項（GOV）と被支配玉（DEP）は一般に
　　左DEP、左DEP2…左DEP，、　GOV　JG一　DEP、右DEP2…右DEPn
と考える。これはすでにガイフマンによる定式化がある（文献2）。日本語で
はGOVの右側のDEPはすべてファイとなる，という特性をもっていると考
えるのである。この種の考え方は，古語構造の相互比較，すなわち対照言語学
の研究にとって有益であろう。従来欝語の対照研究が進まなかったのは，その
方法の発晃と設定が必ずしも容易でない点にあったといえるのではないか。し
たがって，そのような比較の方法を作るということ自身は，有意義であると考
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えられる。ただし現在のプログラムで，それがどの程度まで可能であるかとい
うことは，また励の闘題であるが。
　このプログラムの特筆の一つは述語をまずみつけ，それを中心として被支配
項を順次にみつけていく，というところにある。ただし，それを死つける過程
を節約するために，書語を語順のタイプによって三種に分けた。すなわち，主
語S，E的語などO，動詞をVとすると，」頼列法としてはSOV，　OSV，　SVO，
OVS，　VSO，　VOSの6種がありうる。ただしこのうちOSV，　OVS，　VOSの型
を原劉とする書語はなさそうである。そこで，実際上はSOV，　SVO，　VSOの
三種あればよいことになる。そこでこの三種の型のなかでそれぞれの述語の見
つけ方を考えた。この点，実はプPtグラムに多少unviversalでない点をつく
ったところがある。
　このような述語中心のアルゴリズムでは，限界があるが，さきにもふれたよ
うに，書語行動あるいは言語活勤のシミュレーションに通ずる道もあると考え
ている。このためには，話手，聞手，話題，場面などディスコ　一一ス・アナリシ
スに通じる多くの点が取り扱えなければならない。一つの文の取り扱いだけで
は不十分である。これからの努力の目標としなければならない。
　このプログラムは以上のように本来溝文の解析を行うプmグラムであるが，
構文の解析が書語処理の基本問題であるところがら，いくつかの応用が考えら
れる。同音語，同形語を文脈のなかで処理するところがら，語彙調査における
同語異語の半双，かな入力漢字出力としてのかな漢字変換に応用でき，さらに
機械翻訳，質問解答などの落語処理における基礎段階での使用など，さまざま
な応用範囲が考えられる。実験としては，岡語異語の判劉，かな漢字変換にお
ける同音語の判定などを行った。
　このプログラムは，あまり多くの時聞の得られない環境のなかで，急拠企
画，設計と製作を行った。そのため，当面の実験に差し支えない範疇で完成し
ているが，なお手直ししたい点がいくつかある。特にメモリーの大きさを，秘
語研のHITAC　8250の第一領域4万バイトに合わせて作ってあるため，文の
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長さの綱限，岡三語の数の綱限，辞書のエントリーの綱限，変形規剛の長さの
劇限など，各種の制限がある。また形態論的な処理もしていない。将来のこと
をいえば，述語中心でなく，stringの左端からの分析を考えてみたい信語行
動のシミュレーションとしてはその：方が望ましい）。このような改変は，さら
に多くの言語における分析をしながら，行いたいと考えているので，少々二二
を要することとなろう。
　このプμグラムIRISOAはHITAC　8250を使周して実行した。プログラ
ム作成に使用した雷語はCOBOLであり，使用エリアは4万バイト弱である。
1．　プログラムの内窓
1．1入力と出力
　初期にパラメータを入力し，次にテストするセンテンスを一つずつ入力す
る。一ヌ：ずつ解析を行い，講文解析処理の要点をラインプリンタでメモとして
繊力する。
　初期の入力としては，語順情報（WORD　ORDER　TYPE），辞書（LEXL
CON），句構造規麟（PHRASE　STRUCTURE　RULES），変形規劉（TRANS－
FOR　MATIONAL　RULES），変形逆探知テーブル（T－REVERSE），一一一・般構
文規騎（SYNTACTIC　RULES．副詞は動詞をこかかる，など結合がやや霞由な
構文規則），不定代名詞を詣示することば（たとえばsemantic　feature　ll・こ十
Iocとあれば「どこかに」を選び出して，幽力文に補うための代名詞などによ
る代置語）の表。これらの内容と組み合せについては1．2CARD－READの
ところで説明する。
　出力としては，テスト文金形（TEST　SENTENCE），辞書の検索（LEXI－
CON　SEARCH），同音語があるとできる，すべての組み合せ（COMBI　OF
INFO），述語探索の結果（MAIN　PREDICATE　VERB），支配語から，パタ
ンを通して被支配項を捜す（DEPENDENT－SEARCH），処理されなかった被
支配項から支配項をさがす（GOVERNOR　SEARCH），全体のツlj　pmの構造
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を一覧する（ANAPH：ORIC　ANALYSIS）などである。
1．2　プPtグラムの各段階
1．2．1　CARD－READ
　各言語のパラメータとしてその解析に必要な事項を含む語彙文法上の記述を
カ…一ドにさん尊して読みこませる。文法は各種のバラエティをもった記述を許
しているので，読みこみに当ってどの種類のカーードがあるとかないとかのチェ
ックはいっさい行わない。カードの種類は
　WORD　ORDER　TYPE　VSO，　SVO，　SOVの三者の選択。もしこれを入
れなければ，プログラムはSOVと解釈する。　SOVというカードを入れても
同じ結果になるQ
　LEXICONこれはアルゴリズム上必須。もし入れないと，辞書を検索して
もないというメッセージを出して，LEXICON　SEARCHの中途でとまる。
品詞は必須，あと必要に応じて文型番号，統語論上の情報，意味論上の情報を
書く。
　PHRASE　STRUCTURE　RULESこのカードは任意。ラインプリンタ出力．
中はS－PATすなわちSENTENCE　PATTERN（文型）と印字する。文型番
号，支配項（GOV）の番畳，文型中の寄項に晶詞，統語論上の情報，意味論上．
の情報などを書くO
　TRANSFORMATIONAL　RULESこのカードは任意。変形規則の前志，
変形前の支配項・変形後の支配項の番号，矢印をはさんで変形前諸項と変形後
諸軍。
　T－REVERS変形逆探知テーブルのことで，このカードは任意。逆探知のば
あいの前後にあるはずの項の内容ともどるべき変形番号。
　SYNTACTIC　RULESある項臼について後または前にどんな項があればそ
の支配項であるかを書く。このカード任意。
　INDEF－PRONOUN解析のあと文型上うまっていない項があり，かっこの
カードがあれぽ，意、味論上の情報を通じて畠力中に，ナニカ，ドコカ，イツカ。
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ETWAS，　JEMANDなどを補うことができる。このカード任意。
1．2．2　TEST　SENTENCE
　テストする文を一文ずつ読ませる。文が長ければ2枚にわたってもよいが．
処理エリアの都合上，15語をこえると解析をうちきる。
1．2．3　LEXICON　SEARCH
　テスト文中に含まれる語について辞書に記載されている情報を求める。辞書
を引くとき，一つの情報があればそれで満足して次に進むのでなく，辞書に記
載されている同意語すべての情報をうつしおえてから次の語の検索にとりかか
る。これは同音語処理を完金に行うためである。辞書検索上は形態論的な処理
は行わない。
1．2．4　COMBINATION　OF　INFO
　上記の多義語あるいは同音語のすべての組み合わせの文字列を作成する。い
ま文がABCの三語から成り，　Aに2，　Bに3個の同音語があるとすれば，組
み合わせの総数は6個となる。この場合のつくり方は次のようにする。
???
???
??????????
??
このようにしてあらかじめすべての組み合せをつくって一つずつ磁気テープ上
のファイルに言己録する。磁気テープへの記録が終了したらファイルをクローズ
して次のステップMAIN　PREDICATEをさがすルーチンへ移行する。磁気
テープへの記録を行うのは，辞書検索のために利用する
　　（文の長さ）×（同音語の数）×（単語情報の長さ）　　単位バイト
のような大きなエリアに収めた情報を上記のようなストリングに分解して磁気
テ・・一一プま二に記録したのち，このエリアをクリアして，一つ一つのストリングの
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解析の記録（S・PATやそれを変形したものをストアする）をとるために用いる
のである。計算機が十分大ぎけれぽ，エリアを二つ励にとって，磁気テープの
ファイルをつくらない方がよいと思われる。
1　．　2．　5　MAIN　PREDICATE
　テスト文中の各語につけられた情報（辞書から書きぬいたもの）をもとにし
て主な述語を決定するルーチン。ここでは語順によってアルゴリズムを変えて
ある。VSO型は文の左端またはそれに近い述語候補語を述語とする。　SOV型
では文の右端またはそれに近い述語候補語を述語とする。SVO型では左から
見ていって文の左端に近い述語候補語をとるが，もしそれまでに句をひきいる
語（関係代名詞，関係副詞その他）があれば，その句の述語をぬかして次の述
語候補語をとる。このようにして得られた述語はその文のなかでの語のナンバ
ーをストアして，解析などの出発点とする。
1．2．6　DEPENDENT　SEARCH
　まずサブ）V・一一チンの文型サーチを利用して：文型を求める。文型を求めたら，
そのなかにしるされている被支配項（DEP）を文中のなかにさがす（パタン・
マッチング）。マッチングができたものについて記録をとる。この際，支配項
（GOV）からDEPへの方向は変更しない。マッチングに当たっては，晶詞，統
語情報，意味情報を比較する。比較に際してはパタン側に記入があればそれを
重視してテスト文の語にそのフィーチャーがあるかどうかを見る。記入がなく
ブランクになっているときは，基準に合っているものとみなす。
　文型の上ではじめから文型を変えることを要求しているもの（たとえばラレ
ルを伴うぼあいなど）はそれを実行してからパタン・マッチングを行う。また
文型をさがしても得られないもの，文型をさがすように書いてないものについ
ては，このル・・一コ口をパスして次のルーチンに移行する。
　一一つの文型とテスト文のパタン・マッチングが終了すると，そこで得られた
被支配項の一つを次のGOVと晃なして文型を求め，そのDEPを捜す。すなわ
ちこのルーチンのはじめにもどって同じ操作をくりかえす。もし新しいDEP
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が何もえられないレベルに到達したら，このルーチンをぬけて次のルーーチンに
移行する。
1．2．7　GOVERNMENT　SEARCH
　前項とちがってDEPをとりあげてGOVを捜すルーチンであって，いまだ
に帰属がきまっていない語を一つ一つ取りあげてそのGOVを捜してゆく。す
べての語についてそのGOVがわかったら，このルーチンをぬけて次のAN
APHORIC　ANALYSISに移る。このGOVERNMENT　SEARCHは次の
二つの部分に分かれる。
1．2．7。1　　変形逆探知
　解決のつかない語を中心にその近辺の構造を調べてなにか文型に変形がかか
っているのではないかと捜す。その可能性があれば，必要があれぽその文型を
求め，それに逆探知した変形を施して薪たな文型とみなし，GOVに異動があ
るかどうかを調べ，必要があれば薪しいGOVを見定めて，1．2．6のDEPEND－
ENT　SEARCHに移る。この際従来行った解析と交差抵触をおこす可能牲の
あるものについては，その部分だけ従来の解析記録を抹消してから前のルーチ
ンにもどる。この1。2．71のルーチンで逆探知ができないもの，（はじめから
ないものも含めて）文型のないものは，次の1。2．7。2に移る。
肇．2．7．2　騒詞だけの情報による処理
　統語論的な情報（たとえば性・数），意味論的な情報（十animateなど）の情
報は一切ふれず，もっぱら品詞だけで切れ続きを定める。DEPからGOVへ
の続き方をきめるテーブルを入れておけぽよい。もしこのルーチンを通しても
まだ帰属のきまらない辞項があれば解析（PARSING）をGIVE　UPする。
1．2．8　ANAPHORIC　ANALYSIS
　はじめにリザーブしたMAIN　PREDICATEから出発して入力文のtree－
structureを書く。文型（S－PAT）があればそれも印字し，そこに求められた
DEPをならべてゆく。文型にあって該当する項がなく，かっINDEF－PRON
が読みこんである場合は意味情報を利用しつ？代置語であなうめする。これに
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は文中の語のナンバリング（表層構造）を示すことはできないから，それが深層
構造ではあったが表層で消えたものと解釈することを許すものである。GOV
の記載だけがあってDEPがないのは，その語にかかってくる要素がないこと
を示す。このようにしてすべてのtree　structureを書きおえると次のstring
を読むために1．・2．・4の出力結果を読みこんでL2．5の処理に移ることにな
る。この磁気テープ上の記録をすべて調べつくした場合は1．2．2の次のTEST
SENTENCEの読みこみに移る。すべての文を処理するとJOBは完了する。
　以下は上記のルーチンのなかで使用するサブルーチンである。サブルーチン
のなかで他のサブルーーチンを利用しあうこともある。
1．2．9　S－PATTERN　SEARCH
　辞書に記載されている単語の文型番号を使って実際にその文型を求める短い
ルーチン。このサブルーチンはCOBOLのPERFORM動詞を用いてメイン
またはサブルーチンのなかで用いられる。
1　．　2．　1　e　TRANSFORMATION
　辞書に記載されている変型番畳または逆探知された変型番号を使用してその
変形の式を求め，変形を受ける文型を変形するルーチン。変形の式の各項には
矢印の左側にも右側にもすべて番号が与えられている。矢印の左側にある番号
で右側になけれぽ削除，矢印の左側になくて右側にあるものは挿入，矢印の在
側と右側で番号の順序に樵違があるときは順序の変更という操作を施すことに
なる。このルーチンはまず矢印の左側の項と変形を受ける文型の項を比較して
対応するものがあれば変形式の番号を文型の項に移し，次に矢印の左側の並べ
方に従って変形を受ける文型の項を変形を受けた文型（の項をならべるところ）
に順次に移す。この際言語によるWORD　ORDER　TYPEにより，変形を受
ける文型中の番号のない項は変形を受けた文型のどこかに入れる（たとえば日
本語的な語」1頃ではGOVの左側であればどこへ入れてもよいと考えられるの
で，とりあえず一番はじめに移動する）。このルーチンはかなり長いがCOBOL
のPERFORM動詞を用いてメインまたはサブルーチンのなかで用いられる。
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2．解析実験とその情報科学および言語学的な問題点
2．1行った実験
　時闇的な余裕がそれほど多くはなかったので，あまり多くの実験を行うこと
はできなかった。言語も日本語，ドイツ語，フランス語に限られている。この
なかでは現代の日本語を主として（なかに平安朝の「竹取物語」の例を少し入
れた）取りあげた。材料は漱眉意外などの文学作晶，現在行っている教科書用
語調査などから取った。文法理論はかかり受け’を主とする伝統文法，変形規則
を携に添えた，意味特徴を書きこんだ結合価文法を用いている。フランス語，
ドイツ語については，変形規則を汚彗に添えた，意味特徴を書きこんだ結合価文
法を用いた。β本語については，応用例として語粟調査における岡田異語の判
溺およびかな入力漢字出力のコンピュータ内での同音語戸冠の部分の実験も行
った。解析のいくつかの例としてラインプリンタ出力の例をうしろに示す。
2．2　輪廓的な問題点
　最大の問題点は句構造規則と変形，あるいは意瞭特徴を書きこんだ結合価文
法と変形規則の組み合わせで，すべての文の解析が可能であるかどうかという
点にある。理論的な鯉明が最も重要であることはいうまでもないが，この種の
実験を通してそれがどこまで可能であるかをつきとめることも必要であろう。
実験を行うことによって問題を具体的にとらえることができると考えている。
しかしこのためには多くの言語の多くのデータについて実験を行う必要があろ
う。
　このことに関してはべヴァーなどのperceptual　strategyというような仮説
が提出されている（文献3）。その線に酒つた研究も進んでいる模様である。こ
のためには，特に心理雷語学ないしは心理学的な研究を進めることが必要であ
ろう。それをアルゴリズム化し，プログラム化するためには，全体としてある
程度見通しがついていることが必要である。それは今すぐ始められることであ
るのかもしれないが，しかし研究の段階がその段鱈であるなら，いまはIRISOA
のアルゴリズムによってそのアプローチでの限界に晃通しをつけることもなお
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有益であろう。
　そのことと，述語中心ということとも関係がないとはいえない。述語を中心
とすると，多くの点で人聞の理解行為はかなりかけ離れた操作をしなければな
らなくなる。このプPtグラムで述語中心という康則を立てたのは，いろいろな
点でその方が解析のための文法を書くのに便利ではないかと考えられたからで
あった◎できれば，文頭からの解析にある程度の見通しをつけることが必要で
あり，それができたら，書語一般にわたる文頭からの解析アルゴリズムによる
フP　Ptグラムを作成する必要があると考える。その方が人間の理解の行為のモデ
ルとしてはよいものになるだろう。その際にはさきのperceptual　strategyあ
るいはそれに代わるものを，なかに維みこむことは十分検討されてよい。
　言語行動のシミュレーションとして考えてみると，このような処理のアルゴ
リズムは，いわぽ生体内の情報処理に当たる部分であって，それも，句構造文
法と変形二品およびその運用（プログラム）という部分のシミュレーションに
すぎない。これはいわぽ温語内的な処理の部分であり，現実の言語行動のなか
の一部である。これを広げるためには言語内の事実から論理・心理的なもの
へ，さらに其体的，全体的な人偏行動のなかでの位置とが考えられなくてはな
らない。これらの諸過程のなかにプラグマティズム，話手，聞手，語素，祉会，
それらの関係などが定位されなけれぽならない。このプログラムでは言語処理
上の必要から，理解の処理を中心としているが，表現の側からのアプローチが
必要であることはいうまでもない。書語のモデルとしてどのような条件がある
か，生成の過程としてどんな問題があるかを明らかにしなければならない（文
献4）。話語内と言語外との間にどのようなリンケージをとるか，この点出け
でもさまざまなモデルが考えられよう。
　以上のことと関係するが，このプログラムが嗣一のプログラムで多くの言語
を処理するということ，そのために句構造規鋼や変形規則などを利用し，各七
二の特殊姓はこれらのなかに記述されるということから，逆にこのことを利用
して，諸書語間の構造の比較のための用具として使用することも考えられる。
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これまでいわゆる対照雷語学が提唱されてきたが，その方法がなかなか具体化
しなかった。最近になって生成文法の手法を取り入れて，比較的進展しつつあ
る。比較対照のためには，なにかの点で共通の墓礎に立っていることが必要で
ある。その意味で句構造規則や変形規鋼の運用が同一のアルゴリズムの上に立
っているということは有効なのではないかと考えている。ただしその比較は，
もちろんさきにのべた通りの，いわば書語内的な部分に限られてしまうので，
本当の意味での対照書語学は，それを含みながらさらに広い部分もおおうべき
ものであると考えるとすると，これでは十分とはいえない。この意味で対照言
語学にとっても，言語の全体的なモデルを取りあげることが必要であろう。
　プpaグラムIRISOA作成の目的の一つはさまざまな文法理論がどのような
射程をもつかということであり，その比較であった。実験では「コンナ　ユメ
ヲ　ミタ」について，かかり受けを重視する伝統的な文法にしたがって，コンナ
はユメにかかりユメはヲにかかり，ヲはミタにかかるという処理ができた。こ
れは一つの入子型の処理とみてもよい。これを結合価文法で処理すると，ユメ
ヲがミタにかかることはそれでよいのであるが，「ダレカ　ガ」という部分が，
入力した表層構造には欠けている。そこでプPグラムは，「ダレカ　ガ」を補
っている。純粋なかかりうけでは，そのような配慮は必要ではないから，でぎ
なくてもよいのであるが，この種の自動処理では，深層講造にはあるはずであ
るが，表層にはないところの「ダレカ　ガ」が撫回されていることは，きわめ
て有意義である。その意味で，二三処理には，伝統的な国文法よりも，結合価
文法の方がより有効であるということができる。　（もっとも，これを延長して
直ちに，雷語処理以外に拡張して「あらゆる場合に」というつもりはない。）さ
らに，変形規剛を適用して（しかもくりかえし適用して）結合価のさまざまな
ヴ》リエーションに即応しうることは，現実の複雑な表現の分析に有利である
ことはいうまでもない。
　玉R夏SOAで「変形」といっているものは，現在のいわゆる変形文法とは，そ
の考え方に少し梢違がある。そして，IRIS　O　Aの方が広く，かつその記述が記．
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述老の任意にまかされているのであるから，いわゆる変形文法の範照にせまく
限定して使用すれば，実質面差はないことになる。IRIS　O　Aでは，とにかく
記述者が制限をつけなけれぽ（ある変形規則は文型何番から何番までの問に限
って働かせることができる，というような制限が使えるようになっているが），
あらゆる文型にあらゆる形で適絹される。そこで，現在田本語について日本の
変形生成文法の人が必ずしも用いていないような使いかたをすることができる
し，またある場合には，それが必要である。ある場合というのは，特に「埋め
こみ文」がある場合であって，いわゆる生成の場合には，学者がいきなり「埋
めこみ文」の存在とその形を提示してみせるが，解析の機械処理のばあいには
解析を始める前からうめこみ文の存在とその形を予言することは本来不可能で
ある。そこで変形の操作を表層の形から深層の形を推測するために及ぼすよう
なものにまで広げることも許されるはずである。筆者は在仏時代，ニコラ・リ
ュヴェ氏と話す機会を得たとき，このことについてふれたが，リュヴェ氏は，
それはそういう必要があるのだから，その立場からは認められるべきだといわ
れた。そこで，　「タカセブネ　ハ　キヨウト　ノ　タカセガワ　ヲ　ジョウゲ
スル　コブネ　デ　アル」というような文の処理にあたって，「フネ（コブネ）
ガカワヲジョウゲスル」というパタンを設定しておき，「ジョウゲスル
（コ）ブネ」のような連体形のパタンを入れておかず，「名詞　ガ　動詞」とい
う文型を「動詞　名詞」に変えるような変形規則を入れておけば，コブネにか
かるものとしてキヨウト　ノ　タカセガワ　ヲ　ジョウゲスルが表層であるよ
うに指摘するようになる（文献5）。
2．2　情報科学としての問題点
　情報科学の問題点としても最大の問題点は，このプログラムが言語内容的な
操作にとどまっている点であり，言語モデルのごく一＄をねらったという限定
であろう。言語学的な問題点のところで述べたことと全く同一のことが，ここ
でもいえる。そういうインテグラルな態度が今度はのぞまれもしようし，ディ
スコースをどう扱うもかそれができなければならない（文献6，7，8）。京大の
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PLATONではすでにback　trackin9の機能を利用して，ある程度文をこえ
た処理も可能なようである。
　IRISOAの特徴は変形逆探知を統一したやり方でできることであって，前述の
「変形」を拡張したために可能になったのである。しかしこのような措置がどこ
まで可能か，理論的にまた実験を通してもっとよく確かめることが必要である。
　ディスコース・アナリシスへのアブPt・一チとしては，表層にない三二の推定
（ダレカガ，ドコカデなど）は日本語の場合その第一歩であろうと思う。その
だれか，どこかが具体的にだれであり，どこであるかは，場合によっては同一
文申に求めることもできるが，多くのケースでは，もっと長い文脈の検討が必
要となるであろう。その辺から始まって，文と文とのつながり，段階としての
まとまりが求められることになろう。筆者としては，このプログラムですでに
始めたコンピュータ言語学的なディスコース・アナリシスへのアブPt・一チを，
論理的な分析への志向において発展させるのが適当ではないかと考えている。
その場合，取り扱う対象としてはもちろん，論理的な文章すなわち科学技術の
：文献を考えている。
　プログラム作成技術としては，プログラムが長くなっていること，エリアの
とり方に多少むだがあるがことが気になる。途中で磁気テープを使っているの
は解析を遅くしている原因になっている。磁気テープの使用については，一文の
解析中に出力し次に入力するということを一國は必ずすることになっており，
単語について多義語，弓形語の取り扱いを前述のように行うことから，一文中
の単語の最大数の数のそれぞれに同形語数を示すインデクスを付して使うため
かなり大きなエリアを使っている。磁気テープを使って組み合せをあらかじめ
作っておき，磁気テーープ記入後はこの大きts　nリアを直ちにクリアして解析の
ための文型を求めたり，その変形を行ったり，DEPENDENT，　GOVERNOR
を書きこんだりするために使用しているので，磁気テープをなくすとそのエリ
ア（このプログラムで使用するエリアのうち最大のもの）を二倍にしなければ
ならない。
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　プログラム作成者にとって，作成上最大の問題点はプログラムのエリアであ
った。国立国語研究所のコンピュ・一‘タは98Kバイトのメイン；メモリーで，ユ
ーザーズ・エリアは70KB，これを通常40　KB，30　KBの二つの領域に分けて
使用している。用語用字調査のための使用時問が多く，第二領域はそれで使用
することが多いので，IRISOAは第一一領域40　KBに収めることとし，磁気テ
ープ入出力のオールターナティヴ・エリアを節約，辞書・文法規則などを縮
少，チェックルーチン等を害擾その他いくつかの機能をあえて削除して，実験
プログラムとして最小限の機能を確保し，ようやく40KBすれすれのところ
で襲来上った。
　これからのプログラム上の課題は決して少なくない。できれば磁気テープ・
ファイルをなくすこと（磁気ディスク・ファイルを使用すればよいのであるが，
それではLABEL　RECORD　OMiTTEDを使用することができず，ラベル
をSTANDARDにすると自動処理漉しばしぼ，すなわち一文処理中必ず一回
は臼付けのチェックで止まる：おそれがある。磁気テープはLABEL　RECORD
OMITTEDが可能〉，辞書・文法規則は磁気ディスクに収めること，プログラ
ムのオーバーレイを行ってエリアの縮少をはかり，必要な機能を増加するこ
と，などであるが，それにも増して重要なのは，いろいろな，性質の異なった
言語の，さまざまな構造の文を解析してみて，このプログラムのアルゴリズム
を徹底的にチェックし，全体的な補正を行うことである。オーバーレイの実行
などの修正はそれからあとでよいと層、う。
3．　名称，引用文献，流れ図，入力出力の見本など
　プログラム名称MISOAのIRISはもと文部省科学研究費「作品の用語検
索組織の研究」（研究代表者石綿敏雄）を得て作成したKWIC作成などのプロ
グラムIRISと共通の：名であり，その方の初めの1は作成者のイニシャル（国
語研内の約束による）あとのRはcaRd，王はInput，　SはSystemであるが，
全体の名はギリシャ神話の「虹」の女神になっている。IRIS　OI　・一　IRIS　09は
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岡語異語俗累をカードによるターン・アラウンド・システムを含めて行うカーー
ド入力による1（WIC作成，用語用例情報検索システムである。　IRIS　OAが構
文解析のプログラムで，カード入力は両者共通であるから，データ上の梢互交
換が可能である。
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【流れ図および入力・出力見本】
（D　INPUT　SENTENCE　．peE？fsc．
②教科謝：調査「地学」のテキスFから。DEPENDENT－SEARCHのGOV　S－PAT－
　　　TERN　O8は述語動詞の文中の早川番弩。　SEMANTIC－LEVEL　O802とは◎2
　　　の「二」ガ08rアル」にかかるの意。　ANAPHORIC　ANALYSISのGOV　O8
　　　にDEP　O6，　G7，01，02，03がそれぞれかかり，06には04，05がかかってい
　　　ることを示す。GOVのみあってDEPのないのはそれに続く要素のないことを
　　　示す。
③④教科書調査「物理」のテキストから。接続助詞の処理は二つの動詞をつなぐコネ
　　　クタのように考えて行える。大きな家薩層電気製品にさらに電気のとりくちがつ
　　　いているのに似た処理法。
⑤　語彙調査における同語異語判刷への応用例。　「が」は格励講（1C）と接続助詞
　　　（C∫）とがあるので，まずCOMBINATION　OF　INFOでそれぞれの解をとる
　　　二つのstringSのありうることを示し，それぞれをとりあげる。そして格助詞の
　　　解では統語論的な検討がうまくいくが，接続助講という解をとると，　「が」の直
　　　前に名詞があるので，解析をGIVE　UPする。したがって格助詞という解だけ
　　　が検討をパスしたことになる。
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⑥　かな漢字変換への応用例。「ジカン」が「時…閲」（time）と「次官」（viceminister）
　　の岡音語。これを見わけようとする。このばあいは「出席する」という動詞の文
　　型で「が」の前が意味特徴として十hum．をもつものであることを利用し，　rカ
　　イギ　ニ　ジカン　ガ　シュッセキスル」では，　「時間」という解釈はできず
　　（GIVE　UP　PARSING　O3），「次官」なら可能という判定を行っている。
⑦　かな漢字変換への応用例の一。　「ジカン　ヲ　タンシ＝クスル」では「ジカン」
　　は「次富」で解釈することはできず，　「時間」のばあい可能であるという判定を
　　している。
⑧かかり受けの情報を与えただけでプログラムを動かした例。文型を与えないの
　　でDEPEM）ENT　SEARCffは素通り，　GOVERNOR　SEARCHのところで
　　SYNT（ACTIC）一REL（ATION）だけで処理。
⑨上と岡じ例を結合価文法で処理した例。ANAPHORIC－ANALYSISで，ダレヵ
　　ガを補っている。
⑩文型には「アメガフル」とあるのに，TEST　SENTENCE　Iま「アメニ
　　フラレル」である。プログラムは「フラレル」に噂話してまず変形を行い，次に
　　モデルと入力文のパタン・マッチを行う。
⑪⑫ドィッ文”FRAGEN　SIE　SPAETER　E脳MAL田RE　SCHW£STER“を解析す
　　る。まずSCHWESTERにつきNominativ（1）とAkkusativ（4）の解がある
　　こととし，それぞれにつき検討，まずAkkusativとして解析を始めるが，　FRA－
　　GENの文型は「Nominativの名詞自動詞十Akkusativで人の意味のある名詞」
　　であり，SCHWESTERのグループは解析可能であるがSIE（02）がうまく解析
　　できずにのこる。そこでこの近所の文脈をみるとFRAGENいう動詞が前にあ
　　り，自分心身はNominativである。一般に「Nominativ名詞十動詞」は疑問や
　　SIEへの命令のときは順序が変わる規則があることを探り出し，文型を変形して
　　あらためてパタンマッチングを行う。この解析は成功するが，SCHWES’TERを
　　Nominativとすると解折ができない。
⑬　ドイツ文で定動詞と組み合わさる不定法は文宋にくる。この場合でも文型は「定
　　動詞十不定法」，「形容詞など十不定法動詞（W）」でうまく処理できる。
⑭　フランス語で関係代名詞をうちにもつ構造の文の解析。
⑮　入力のフランス文に誤りのある例の処理。フランス語の名詞句のなかでは形容
　　詞，冠詞が名詞と性・数：という文法的なカテゴリーで一致するということが書か
　　れているので，その場所（06）を揃摘して解析をやめる。文法的な誤りを正しく直
　　すことはできない。
⑯　同上のフランス文の誤りをただし，誤りのない文にして入力した例。機械は簸後
　　まで解析を行い，完了する。
一　130　一
CARD・READ
LEX．　GRAM．
CARD－READ
S駐NTE醤CE
LEXIco］T
SEARCH 露OJ
COMBINATE
　OF　INFO
F．ND
鷺ND
IVRI’1’P
1“F．AD1，i］…．・フア．ずル
SEARC聖．．蓋
PR践D正CATE
正．）EP践NDENT
　S．　EAI〈Cl・1
GOVER罵・
　　　　1｛ENT
SF：ARCH
Ar’APHOR
AI’ALYSIS
1）AT
SEARCH
TRANS
FORMAT互GNiミ
一　231　一
FLOW　CI－IAIL’T
of　an　automatie　syntactic
analysis　system　which
treats　transformatlonal
rules，　niadeby
　　T．ls正玉匡WATA
o卿
一”一 ．
／肇〉∵t’1●a．三・・｛　t17Llnr］；cがヨト鴨三・フ：vs・｛｝
…???ー
1
L
　　羅贋置覆雍騒匿羅蓬冨1雇　1置　巷雇1塁舞逼塑雛
　　」ヨ甕甕雇　匿　　醤盈　鍾　聾雍耀璽　　鋼1置
0ほBoool醤O陰9■匿墜雛901置C整雪0置窪聾甕膣0900匹GeOOeロeSCO95CC900巨疇S90eO臼OeaoeOOOeOO璽G900000陰OO
蓼置ユ4｝‘　，8，，■罵5盲＝1；14：｝1匹1ロ1睾零措11tt聰：騙筋，5　t「謎ll謎II饗コ，；1｝5渇；「＝‘‡辱‘聖‘ロ：1；i写も旺‘「臨箏的珊1【＝，tl｝監誘＝‘tl　51斗重“St　ll‘犀鎚隔鎚5犀1馨59雁蹄ηtil馬玲再「F鎚調隔
1．著薩1韮11踊IIlu1署1壕1韮1．1H311事H川；；111ロ1．竈111t犀11u1冒1ロ11韮11111：日11日1峯日1日竃塞
2？II2222222222222222222222222222222222222222212？？2？22222222222222222222222222222
］33S3333333333333333333333133313313133333133333333333133313313333333333S33’e333；；
4444444弓44尋4444尋尋44G444猛4444444444・尋弓44444弓944494尋4444ξ4444尋4444霜荏444く44i唱44噸44‘4
SSSSSI51SISI555SS5555S55iSllSSSS555’SSS555SS555S55SSSSSSsSsS555555S55SS555SSsSSsS
sGs．sssls6GsslEIIsssslSssEIEessssssEees’sssG＄sessEsssss6ssssssEsssEfissG6ss6Essesss
η77η777了7η77777陶アη77η刀藝η了7111］1．1711711117717171177771？1．11’？7171711111］111
饗ε118璽舞醤ぎ鳳8嚢甕圏8．8き898き雇8雍81s璽建鷹a88塞e雪巳呂8呂8呂＆33ε53魯8呂8呂＆ε88s審8s8888魯s88審登ε8a窪88ε88
ヨ窪§9999き撃s99sss9999ヨ999撃§gs99999ヨ999999駐9窪§999窪馨999ヨ999§ss99999999999999§999999§
12＝‘」5ヒ＆1：1垂μ～1｝西ロ5詐5111幽i建諏＝‘1「：±ll：SIS1｝B；9；TITIt：1＝63⊃！iユ，；1工，1幽辱1研峰U雌監監引月胴｝5＝冨S：｝i：a｝1｝1．｝昌8舗開鈍5丁鵬5‘；S“Ir5響鑓”nTtiuロit；犀陛III●
　縄臼こ5．c6墨
??「
…
＠
驚s7・sξUTし／rこ「’
　　　　　　　へしE；tl（こ｝隔；5…ごい．｛1ン撃
。簿野51u亀：：LtT「り，．’；T：F5
FCR　A　SISI㌣tt熱してしi　1，＄
y・alt；　pr，Ep．：，：；．“　vl／／tt　1．
5E『薮．：．言ζ琉禦鐸一ミ・：「・、・ドニ・整
　　　　　uoV　L．　一t，A’rTt，’；・／／“
　　　　sζ詫《㍉i＝く曹LE．㌧．．｝：L
　　　　呂ヒ「！飼、1；t／一Lf：蓼匠㌧
　　　　S．E，，；，’V，　．’．一LE’．・｝’／L
　　　　ε巳驚A．㌧　；＝ri．忌：．’1．；ち
　　　　　薮fiL・為曹い”1．臼二．．‘t．・I
　　　　SEtlAs：．；．’一LEt．1：L
　　　　SEIt一曜：じmLe；tti．艦
G¢vε1詞鰍曽bt；、、｛‘．u
　　　　甲　　　　雪’＝・7辱Tt；：L
ANAPti：竃1く，臨い‘騨Y．L言輩
　　　　　　　　　　　tit”’t
　　　　　　　　　　．二鱒り箏．［
　　　　　　　　　　　　陰琉。
　　　　　　　　　　　　；：〔1邑渉
　　　　　　　　　　　　き｝←．P
　　　　　　　　　　　　L己lli．レ
　　　　　　　　　　　　：／．p
　　　　　　　　　　　らじ．ρ
　　　　　　　　　　s糊PAT
　　　　　　　　　　　　v省s
　　　　　　　　　　　．tllP
　　　　　　　　　　　石ev
　　　　　　　　　　　GOV
　　　　　　　　　　　6口v
　　　　　　　　　　　（泌v、
　　　　　　　　　　　ac“
　　　　　　　　　　　（．コT8
?．?????????????
　’ぜ，f：，t7t＝：1，ウ：ノ
噂　，で；5う7で
　轟
　鴨
「磐まf
　湾悼
　アを
　9で三うケず
　∫で
　9コ
　1
　v7tで
　，二e
　■，等
。乳　　　　　　穿で鳶ウ7f
v？
a］，　t：e4　　　　㍗コ
。う　　　　　ノ
et．　　　　　ウ7：で
“］’　r，一
｛．‘・　　　　7琶
　　　lr，
　　　鴛9　　、㍗聾
　　　ゴ，弓＝憂　　」
　　　’“．．竃
　　　’」三1c7
　　　㌃聖　》o
　　　偽　　 1二13
　　　tJ＄　C，S
　　　““　“，；・
L’n
cs
、．?????????
．H
st
v：
㌘セ
勃
呼　’
？tt
勇ヒ」己5
ワコじず
嵩t
；lf二㌘7‘
ワニ幣’
ユ隷ヨ
vl?
ー“s
ンで：．，営
コ．辱
写）?
tl：d
匿纏
犀匿
Cbs鳩
????」，．??
づ勇ごfゴ．
　　乏、蔭
　　ピL’
　　：．c
　　l、く
　　ユ¢
　？’i’：‘
　　r凹
　　2こ
　　ts
　　rty
　　なく．
　　享．r．う
．工ζ
　vv，，；
　　卜y
　　Pこ
　　6S
　　「．賜
　　oc
　辱b．置
　　lc
　VL’n
c／＝・　．，c
量践｝P．oc
???
”
?
　鐸
　　　stv；t
ζ構三広
　　　＆？　f，y，
　　　　FtFl　．
　　　　IC
　　　l揖
　　　2こ．
　　　cS
　　　：／：t
＝郡～vc
　　　o5「き建
　　　「嵩
　　　c．c
　　　ユ。
　　　｝蝦
　　　職G
　　　e5
　　　軍「n
　　　oc
≦寂
t．．ρ蚕
L　’t一’“
??
?）
??????C
LC
???．????
E「期
P，己縁
，
Ft．．トゴ．
?
??O
1！
C2
???
しび2c
（鳩
　　　　　　e2
　騒　，‘翼　　　LCP　2こ
　　az　s繋　　　　櫛2　＄岡
ceiC己　　1｝
LC
CN：3
　tl」ど甫
畿u
LC
翼り
?????1
P　Vtl
シVn
?
s
?
?
一　132
TgsT　s［sTE，tcf．
?
N・フ顧7S（　・1畢　07Tf37．｝啄　vtントt．ウZ亀　ト　ソノ　盈芝ウで　ノ　7，撃　t　ゐ・ン｝，ウ　才　nl　J　ヲ．7り
しE瓦1⊂o惜　お匡直kこ縛
（5鴨昏峯｝1直τ；ひξ　OF　＝tfe
???????〜????? 、 ｝??ラ”sワt
「t民
。うt鴨つ
野
ひコP，つx滝　・
l
Vl
ひコつず
?
ラ噂璽
t
レ＝lt’つ
1：ス
フ”」タt
ht
クtt“：つ
う．
’u：t’72th
t
vl
ン；tで
1
クう十
t　　　　　　’
ンン｝のつ
1）1
　t／t’t
　！c
　r・’r，：
　4こ
v1躍
　s仁
　「で5弓
　1／Y，
　に
　t／1・1
　アζ
7，己．、卜
　IC
tv／tt：・1
　7牌
　IC
　7．門
“c
v’φ．厳
　r，：
　lt／1
　澗甲
　に
　／’t・1
　7C
　T．／・・1
　鷺
v’；トま
C．N
LC
LC
CN，」：
s，c
魯
LC
LC
?「 ?
1？
。　号霞向
⊂罵⊂
AC
??，?
12
r？t“
FDR　A　srkv，s　St／vi　As
J ド直1卜’　P＃とb二く直了ヒ．㎏．tRS
臼［PEt，Of駕T刷5とAR（H
　　　　　bf．v　SrPAτ了し鳶慧
　　　　　TgAxsfCHyATI：・n
　　　TSSSSFCRYE雛　hV
　　　：曾kNsFO艮yL貸　FkCS
　　　　　　l㍉賂こXEO　FROH
　　　TRktusEcayEe　r：
　　　　　SEYAStTIC－LF，V［L
　　　　SLys￥71‘曹L乞yEL
　　　　　5ヒ薄A胃τIG曹しとVEL
　　　　　sし貿A慧τ！c曹LEVfし
　　　　SLYA，鐸＝c．tt冒fし
????????????? ?ー?
ユら
i4
｝ら；1
ユも：ρ
；ら　＝5
；ら＝2
；ら　ζb
747コf
n－
St十1：ウ
ジ
」’　Ut＋OX．一
?
ソノ
鱒うf?
クつ？
t
シシド，
，
1：1
；，“Ch
t＝．e｛・o’r
壽Lti・
tLt’一
　lfi
＞c
?．．??㍉ ?
　＝1皆
　1こ
　｝i．寺＝
　らこ
Vx／tl
　5C
　F’｝二
　3凹
　：c
　「…’．饗
　ワ⊂
　「．．鐘
　’t
7い葦
．　p　！．／fi
鷺：⊂
P　罷‘印．「
Pv醒
Pξ呂
く℃
Lt
LC
???
AC
cta　lc
???????????? ↑???
〜???（｛
：・z
Tt2：“
9　「喫「雪　　　AC5　3⊂
§5幽■・，一”，隠．唱．萄璽！
弓　／｛唱イ　　　《c巨　Ic
62v聖　　　ムζ騒　5こ
巳　「‘終．　　⊂Tt”1？c
轟Vl】
????????
?
?
B
naVt；
螂3
a］
雛
　　　　　嘔暮ゾ　5・ρ《ττ£裂碕
　　　　　SEKSN鷲C．ししVεも
　　　　　5EnANTIC－LEVEL
　　　　　6PV　S－PATTER”
　　　　　5E財《、了＝こ瞬LEVEL
　　　　　gDV　S－PATTEAtl
　　　　　SEMk－T：しワLEV匠し
　　　　　StxAxTIC．LEYEL
　　　　　5」yA陀τ＝ζ響LヒVεL
　　　　　5匡贈繭賠了＝ζ，LEYE」
60v【RNO隆，5EA瞬⊂H
　　　　　　　　　5▽，鐸唖窮Eし
S”’APUORIe．Al　ALY5：S
　　　　　　　　　　　　鮪v
　　　　　　　　　　　5●PAT
　　OEp
　　轟EP
　　nEF
　　o［P
　　IEp
　gisv
5－PAT
診ffP
　6SV
　GOV
　uevS謄PA↑
　　DEP
　　DEp
　Gev
　蔦ov
5－PAT
　DgP
　OεP層
　DEP
　ufP
己ov
　臼εP
5臼v
GOソ
鴛。ソ
GOVscv
sev
1ら
Ob
??? ?
???
es
????????
算
le　eg
；a　ee
琴ら
」6己5es
es　e4
0s　os
es　c2
05鉱
oa
????????
es
????
??????
07
nes
20S2
留05
1；X
　O6
?
シコト●，
：一
ジつ，?
?
2弓t～
ランド，深面?
」：）ドつ?
vう審12t3
シ＝つで，．㌔．
?
シンレリ畑0205
フ．ツ，｛
n一
クう軽ユう
ラ“
シ＝つぐ
ソノ?
；’vef
n一
クう“ヲコ，
f’
Vl
躍畢
vrt
3，響
sc
tb　51裾
v，書
診5ε匹
vj
肥　5！t
’glﾀ
Vl　SH
しこρ既
psc
????㌧
O・7
p
P
Lcp
く，器
vv，ぜ
｝‘曜二
二2FH
　蒋く
　t／vr
　1こ
　聖跨
　冗
　fc
・sc
冒’iS’
　撃⊂
　7：き雇
　te．戸セ
　哩圏㌣
cc
sつsほ
　tv
　oこ
　7こ
亨v鷺
≧く
1？秘
　1酎
　工こ
　「麟
4：
畠雷醒
鮒aC
　ヒ門
ユζ
　，．＝縫
らζ
．隣言
p　／．，．
a
δ　、州
こ㌦琶
　t一魑鳩ド　晦圃
惣5も
ACE　SC
　　　lj　．r，s・
gc
Cl唖：q
?
AC
戸，L．．「
り　り　ばロ
戸N＝1
L：
t：1
；2
？1
???
．F了tt
き　∵聖　　　t，鵡11｛
　≧，　5聖．1　　　ニエ　s瓢
1？
こ／3
　　　　　　腎？
　巳　v冒　　　醍CP　ら。
　　＝］　ξ罵　　　　o鱈　5矧
：”
LC
tc
［N
しc
P宥♂
a
幽ピ7」
s
ti玉
＠
133
曾
tTES了　sε唾τヒ，κ巳
LEXrco鵠　SEn／｛c召
?
・⊂臼擁弓IFaAfI昌「．．；　縁側．　：卜‘FG’
???????
・　∬　ショウ、幽＝　毎φ　ン琢ヒフ53　＝　ノゑ　．　8
’Jlう、’■
弩P
カ，
タ鉱セγ3．
！毛
　　シ3tEゆ工
　　乃y
　　9憎，刷3．
．　　ノ，摯
訪87へ．；
rt－
sr，　v’＃
！郎
．
．
．
．
．
　IC
CJ
・2こ
ヤv駕
?
＄じ
こ」．
C30Y
L弓
? ”
　．
　　　　　　　　　　　　　　十　　　　　　　　　　脅　，t　　　　闘
　匙。　　　sL「
　u　．　cc［t
2C　　しfi　　　・
ヤ’tn　　　　　　．　tL
　．
　r‘　　’　u　咀
CJ　CJt“　ct？t
究。　　しo
v㌔層起
　．
11
シヨう、，■
轟撃
角，
onr，噛；
ノk
シ3つ、6z
乃・
entフ画4
！聖
シ3ウ、．二
r．暇
gnごフ，ぴ
ノ簿
＠
FDR　；，　SIRI／．“　S，，／C，i　Ar＃　．
?
MA≡驚；　：｝aE1）江．1．．凡τヒ　v己そ5
5Eぴε㌔；霧F炉τ一～ゼ．ろ展ミニH
　　　　　　瓢鳥［1　5nド亀．fTEI．層《
　　　　　strAr”；c－L［vttt
　　　　　5髭随良㌔＝乙L臨L乾穿ゼ髭
　　　　　5と附A！‘「E《闘L把しY．L
　　　　　SL「fn：辱｝i仁，L＝、．．露L
6警ヤ．1；KiSH曽SL．F／’．瓢：二
　　　　　　　　　　Sft．T－RiL
Ah’ぬ）HISユこ噛Ae，．aLV5＝5
　　　　　　　　　　　　　fi馳v
　　　　　　　　　　　　S．F．：T
　　　　　　　　　　　　　　‘凪P
　　　　　　　　　　　　　　uミP
　　　　　　　　　　　　　　eピρ
　　　　　　　　　　　　　　L’／／．O
　　　　　　　　　　　　　　nE？
　　　　　　　　　　　　　G＃V
　　　　　　　　　　　　　fiSず
　　　　　　　　　　　　　GI埋
　　　　　　　　　　　　　侶葛．J
　　　　　　　　　　　　　aeげ
FeR　A　＄1m：：tj　．s：tclt　a｝
終All｛　FRED＝⊂轟ず乞　VERS
DIF［s；OEST－EESHCH
　　　　　　Gov　s■，k了TER堵
　　　　　SWA毎IIc曽しε￥εち
　　　　　．sξnらu．F．【⊂瞥LF：＝’εし
　　　　　Sξ魏A誕r＝C魅しζ『巳L
GO撃mN離R謄旨ε轟隅。卜i
C［LE　UP　PA：｛5：：，S
i：
弓～
Cl
e，．
Pゴ
¢う．
fiS
　ol
　O2
　03
　“4
　0さ
’
?????
ン．k㌻、甲＝
ゲ
’；，tlr・’1
jl
栖　　、口塗～
、戸　れも
し㌧　損5
v；　：／2
vS　，ll
o／；
，????「???? ?
ゆ
ノx
lL匂う
ノ齢、函二
島P
9鵬フ’■
ツzウt“t
カtl
タ：t？」～
．
シ，つ、・＝
月噸
ワ跨ヒフ，：
YrJ
一　　一
幡　　　u攣3
dt’　・）4
”s　f’］
勤f；L
oヒ
巳
．
??
．
．
　一1
　罵
？c
7㌔喰
一
H巳筑
e6
　　　　　　　　　vΨ塊
”　　　．紀3　：cひ虞　写岡　　　c2　s縁
　　　　　　　　　　！‘r
　　　　　　　　　　iL
　　　　　　　　　　2C．
　　　　　　　　　　穐
　　　　　　　　　　：・c
　　　　　　　　　　rl
　　　　　　　　　　2C
　　　　　　　　　　．
?
?
　CJ
　fi
　2C
Y，1，X
．
日己に
??
S，1
CIOV
しζユ　　．
5’．婚幾
．
11
evb　？：
一t　一
11
5し己諺　可　　　　u》δ
　　　ss　En??．?
⊂灘Y
し．1
?
s’：・
c．，．／：r
L：
1十
（、．哩
ctt，t
しo
SL．奪N
n
ひ3ウ、‘乙
屍「
タrXl．．＃
／島
vta　vtt
．
　　　　ノを
2こ　　　L9こ⊆　￥髄
。脅5’｛
　　　　シ1つ、鳴し
　　　　h一
　　　　勉雛“i
加52：
kM7ntl　’
震t
7ち留’孕
三．．1つ、－‘
7唱幽
己7ny：v■孕
ノ趣
LV勢VL’
?
、
3｝
，　7EST　5［朗了V：CE
LExlCe．e　SEARCH
ζo製ヨ＝飼ATIUN　OF　菖ltFq
?????
”　シ，轟ン　，　クン，ユ9ヌ3　母
シ顧帥
う．灘ン
フン翼ン犀翔
5鴨，
伽シ20■th
シワ轟ン
?
，ユ誠ワ賄
　fiy
　ぴ1ド
又vvx
　「鰹
　lc
v，t，s
tlS
　3C
VL，．V
》????
T”
｝IU
02
o？
e2
?
SAS＝　マ量い1
E；e5　v：⊂ヒ・翼賢‘竃5Tgit
E為5＝　了r哩ξ
εこ05　Vlζε一欝工阿：5了髭陛
FgR　A　5V91f‘G　SvCH　AS
図蓋「N　P筒EOIζA7ξ　VE臼聾
9EFEMOE阿了冒SEA寝く9
　　　　　　Gav　s曹PAT了巨PM
　　　　　SE鍵ANT＝c騨しとVEL
　　　　　s巳HAMTまし一しヒvしL
GDVERmoH－SEAR［H
kNAF”oR；C“VALYS：5
　　　　　　　　　　　　　〔廻ソ
　　　　　　　　　　　　s・PA了
　，t　DEP　　　　　　　　　 　　　ef？
　　　　　　　　　　　　　GDv
　　　　　　　　　　　　　Gev
Fgn　A　sT＃vtG　svcH　As
HAIN　PREDtC4rE　VERE
OEFEIIDENr－SLfigCH
　　　　　　GeV　S－PATTERx
　　　　　SE鷺ANT【こ一しとv［L
GOVER司nR．SEARこ8
G濫》ε　UP　PARS匿配娠
???
Ol
????
????
Gll
シ，カン
，）tJ，ワ鵜
cl　o：alo］ぐ2
03　C1
??
o｝
，ンシコフ繭
070等．
シ，カン
’
b．鬼ン
?
tJ‘舞ン
，ンシユフ晶
gl　o？olol　S！
〇二
nk
　，「鯉
　lc
ヤコし／，‘
rvs　3：
了ti
e　vu
　　　　　　　　Vk’，X’
詫：t　　　了77暑　3c　　　　　δ　v，N
9乙　s汽　　　　02　5y．
　　　　　　　　　P♂ト1　　τ腫
　　　　　　　　　IC
　　　　　　　　　r「y　　T詞
　　　　　　　　　st
rl’・t
　VY　，　“Li
　lc
VL，S　’
Tvs　lく e　vtl
e？
a？・
ea
?
?
a
Eλ6：　τ‘蟹し
ε．亀6t　了【9■ξ
En自I　TIMξ
Et倉5　vlこと圃”1畦＝5τ乱飛
一　134
．
＠
TC5T　Sξ麗．Te琴Cf
繹　コン7　nメ　t　三，　，　躍
しEXtくge己5tARCH・ ????：ン7
≧メ
t
三，
，
　nN
吟：j
　JV’
VVtl
く。ド5竃NArlo畦　OF　tNFQ
；）t
．＃／
t
ミ，
，
　ta：t
「り
JV
vvx
　．
FOR　A　5「5～1卜己E　5賢。“　A5
靱AIN　ρ脅とO竃CATE　VER6
0EPE紺Dfl陛丁鞘5E瓦9⊂K
GgVERNa尺曽5EARCH
　　　　　　　　　　sΨ閤了吻鰹Eし
　　　　　　　　　　5y「i了”隈ξ」
　　　　　　　　　　5v「iτ隔Rξし
　　　　　　　　　　5Y誕r卿RE」
AliAPHaRtC－ANALYSIs
　　　　　　　　　　　　　Gev
　　　　　　　　　　　　　　eEP
　　　　　　　　　　　　　　IEP
　　　　　　　　　　　　　6口V
　　　　　　　　　　　　　　uEP
　　　　　　　　　　　　　　Gov
　　　　　　　　　　　　　　Gsv
　　　　　　　　　　　　　　eEp
　　　　　　　　　　　　　　Gov
????
oも
03
??
o茎
04
???
??
02
診ンt
】メ
こ，
，
，．????????????
　　　　　ほ　　　　　ユノ
Ol　　ユン7．
　　　　　コン，
??」?????
　ρ包
　Nj
Jt’
Viノ丼
　，
vv閑
調
　JV
　｝犀
　ロ
　nJ
　gk
　ρ，‘
o賢
＠
TtS了　5ENTt麗ζe
LEX罪仁。開　5匡轟臼ζ矧
ζOHe婁驚ATIO醤　OF　l胃FC
??????
μ　カで9●　＝　シ、カ；　乃．　：Jユツt，ス篭　9
”f撃6?
シ，h）
シ●加
力，
シ；7讐z駈
自費9
シ●翔ン
が
シユVjt＋ズn
　K咳
　2こ
　「艦
　「門
　IC
V》陸
tlY，
　？c
　蟹i驚
　IC
vソ沁
AC
?．???
AC
了n
Cl
＃：
Ekh［　T［pta
ε工ltS　v匹Gと曹：置．闇＝｝どE9
E・L6匿　丁駈岡島
カで撃．
J：・nン
鶉，
シ＝ツセ辱］．駈
　r賊
　2こ
　「ノ駄
　y
v㌧「’博
s：
Dし
F
E1；H　L’1くヒ暫堕1篤15Tヒq
FOR　A　5丁BIN6　SUCH　AS
図A署9　P貸巳ひ‘くA了E　VER8
0εPε，」OE踵丁需5巴A臼く同
　　　　　　finV　S－PATTERt
　　　　　S匡HA躍丁【⊂暫し巴VEL．
　　　　　5と縫A臆τ1⊆一LeVEL
　　　　　5巳nA｝rt：こrLξVEし
GovεR阿。艮．SEARCH
61VE口P　PARS重鮭高
FO只　長　STR1鮎G　訊i⊂”　A5
蝉ズ＝＃　PRヒDIζATE　VERfi
OEPENじE騎了一5tAHくH
　　　　　　もov　与，PATrピ臼t‘
　　　　　S巴匠A｝；τ＝C幽しEVEし
　　　　　SEMA”T：C－V．VEL
　　　’　SEtTA、町＝c顧LEVEL
　　　　　SE貿AT‘￥1⊆一LtVfし
GDVEP踊O尺曹5fA臼C日
4x乳PHORIc一轟臨武しvs【5
　　　　　　　　　　　　　eov
　　　　　　　　　　　　5幽PAT
　eEp
　DEP
　OEF
　o［＃
らov
t」UV
昏5v
?????
??????
os
???「??
ofi
義ず事噛
ジn7
が
シコツ碧Ψオ匙
05　　　elsう
oS　02
es　o；一
〇5　0も
os
ai
ft｛1嫡
シ○亀ン
君吟
■＝フ㍗lz勧
e5　　　elll乙
of　el
es　ai
’05cら
。5　窃｝
???」??
“4za
H睦
シユ’Jpu馬
G三¢5　　　　　「jt．
　　　　　　　　vs．
シ，鴨ン
鳶，
霞4Ψ■
シ胴呂ン
段r
鳥でザ
sy．
?．?????P内
????
? ?
HVLI　1じ
　1・v
　つ1
　4．tt
　：f
v／1／・
﹇?
pt．
Ty
侃
fft，fl　T；，J；一一
唇　r卜嘱　　　　AC．．／t　2c
J，c
卜・夢
母『
鄭　vr’
ε1＝察　》【曙t幽1．lt‘聖5；Ft／P
st　x：一　AC5　2r．
　　　、r望ヒ；　　　　　　　　　　　　ぐ．＝
1fi／卜呉　二こ　　　　　塾　％，「　　　ム；3
　　　e4　［，M　el　t，y
　　　　貯琶　　　胆J
　　　　IC
　　　　kY，　AC
　　　　㌘こ
　　　　r．鯉　　　【際
　　　　．tc
　　　　r桝　　　Aこ
？：
e：，～鯉
ε旨5
IV　V」：
巳　Ψ｝
マ1ζヒ雪同1郎【5rし㌣
ε1c5　Vltヒ噂甥＝紀〔ST！n
6
?
h
聾，JV　　　e？ 裂て
一135一
TEST　5［tgTt．Mcff
LEXIcc，葬s』A．冠。博
CCH臼犀t｛AlIo，こ：卜　賢‘FO
?????
■ユン；二〆オ　£夕　塾　∫
コン7　　　　　　　　　　R
2メ　　　　　　　　　　　　露
｛．．　leミ7　　　　　　　　　　　Vv｝1ミ7　　　　　　　　　　　vΨ撞
⊃ン2　　　　　　　　　　R
：戸　　　　　　　　　　　　　　　　，置
疋　　　　　　　　　　　　i⊂
二，　　　　　　　　　　　亨甘陛
3ひ，　　　　　　　　　　　　R
コメ　　　　　　　　　　　　　　　　tt
疋　　　　　　　　　　　3c
三，　　　　　　　　　　’i粉謬
??? ?
??《 ?
???
　as
f」13S
IS
岳η5
1bア
2メ?
ミ母2
論ノ
コン，
aJ
ミrv　Pt
筆）7
ユメ
t
三魯ン
?
FOR　A　5胃R且1．‘6　驚」ζ島i　AS
響A【阿　PR私。軍⊂AT巳　VE賞B
aE＃ErlllE”1－hLAHCH
　　　　　もβV　δ嘗；iP．了TER卜」
　　　　　5EMA，CT＝こ噂しEt．！L
　　　　　sとMNil＝し・LEVEL
a6u｛Rl‘aH｝5艮貞「1しll
　　　　　　　　　s了｝‘丁一起［し
　　　　　　　　　～t／；1．嘗珪ξL
AuAP”nRiC－pts，LrsTS
　　　　　　　　　　　　e」oV
　　　　　　　　　　　i－PaT
　　　　　　　　　　　　　UFP
　　　　　　　　　　　　　ljEP
　　　　　　　　　　　　　of．1）
　　　　　　　　　　　　　Gov
　　　　　　　　　　　　　旺ρ
　　　　　　　　　　　　5亀．’
　　　　　　　　　　　　｛滋げ
　　　　　　　　　　　　5島ゾ
fOR　A　～1臼ひ．i　5！κセ且AS
「A：「‘Pロ駈。：⊂A了ヒ　穿£k己
CEPETreEき‘τ幣εし武呪⊂H
　　　　　tsov　b耐’A買Egf：、
　　　　　TRA「ISF煮霞，ノ《了置6・‘
　　　丁舜4距5F碧輯財tβ　鼻y
?????? ??
1邸
???????? 。??。
7???
i．．
弘　　　o－ls
LK　t．S
誓P．，　．．．R
／；“
　　　　　　三二，
　　　　　　す卸5
　　　　　　｝監つ．レた
　　　　　　ハ●
、e2　　ユ≦
　り5　　x
　郭　　　響
　　　　　ユ〆
　¢二　　⊃ン7
　　　　　＃
　　　　　bンt
　　　　　コ，，
　　　　　2メ
　　　　　三9
o，
舗。5’
c’111）7
?
　閥
lc
t瞬
｝辱馳lc
｝???
　　　v’JN
l｛5駕
　IC
　「・犀
3q
　ゐ
　R
　tsc
　R
　R
　t詫
：～こ
v’”“
　し
Hilユζ
　31二．ζ
???
“LtS　FJ
es
AIS　3C
　　　　　　　es
Sus　ei　slfi
　　　e？　sn
sり
al
o邑
凝
鵯
?，【?
5冒3：t
5協2w‘
CIO5
コンア
ユメ
?
1臨ノ
eBβどn
　　　　ミ飽　ア
」⊂　　　α．懸　．♂乳．・
03　SM
　　　　禽t
　　　　ユメ
　　　　露
　　　2メ
　　　．7ン7
　　　1
　　　｝yン7
　　　陰）r
　　　ユメ
　　　電
　　　ミ浮，
《IB　3⊂　　　日已B　VN
　a3・曹■幽曹一騨一畠曹陛
s
a
?
8t？e sv巳ら職 fill
Tε～1　St’ralし‘；し鑓
しEMIく。卜I　sξAR“■
（nM書IA，Au琴x　c・e　巨．’．iO
???
N　7ノ　ニ　ンSUke　．　離
Pメ
消1，
アメ
フ〉レ’
　Il
　？c
’tv）（
　ド
2C
窒資1
ぐfPHLU
CC－PH
L“
ひ2，1
t2：1
7メ
7タレs
アメ
フ渇レ亀
＠
FOR　A　～1蹟竃7』3　．ゴ民同　ドs
NA＝鴫♂　P窪二．1；．～／A阪．㍉．．三：蒔5
DfPE’，EtF．卜‘マ、きt．A・t，：ti
　　　　　ts＃・L’　5．”aTTi＃，，：
　　　　　丁鍵N，5rFメト．《了＝篭マ
　　　TgAkSi’／．景珂t＝～／1で
　　　TRAksFE．；壁Ut．轟　F・ξ；：．哩
　　　　　　1旧びゼFF・ぞ4．：t
　　　TR丸s・SF＝；硬陸に二．．「：t
　　　　　5と／tLi｛1＝こ‘Ll、．［T．
　　　　　s』ピ危阿1：．「回」蕊㌧乱し
qpve臼liCR幽s£義F’Ut
　　　　　　　　　sv／；T一．穿ε福
AeiAPI｛gRIC一一：・IALYSIS
　　　　　　　　　　　　‘轟7
　　　　　　　　　　　5、VA了
　　　　　　　　　　　　　oEP
　　　　　　　　　　　　　旺P
　　　　　　　　　　　　　rjF．i）
　　　　　　，　．sev
　　　　　　　　　　　　｛lo’t
　　　　　　　　　　　　Ge’一’
o；
di？
呂
伊で
li．
????
」?
?
?????
?
??．
輸
．???
L．」．｝凄
r■1リア
ニ’三㌻奪
C，／1
　昌
乃r，、
　　己1
？1
アメ
?
﹇?
?
??
?
o＝5塊
?????
C「?P「]?」
??
??（????????
　eb
　　　ア．‘h
：f．ら1rc
　　　“P　tt／1
　　　　7C
　　　　：c
C：・PH
1．C
5聯鴨
S・li・／t．？’llt
s＝」抽　vIこ
s」卜聖∈3㌔9，
　｛’　t一　t””
　“4Vt，
¢17P目
しコ
crFH
しa
120r
／2el
アメ
フんpm
3
暴3”騨鯛騨盲，一P一胃P書
置5
皐≒5
轟3
為レsu
?????
S12C S4Vtl ss
一　136　一
了［ST　59閥Tm己cE
しEK：co，置SEAR⊂購
ζOH巳1擢Aτ翼UN　OF　le‘FO
時婦　　，
醒
。ま
’os
oら
“5
鵬Ob
爾　FPAGE智　5s9
F鍬価膠
51E・5PAfTER
EtNliAL
lドRじ　　，
5c織しtk5了乾R
SCHin’ES了｛R
FEIAtTLt］
SIE
SPAETξ艦
f：w，Aし
押解
5鳳Hア藍5丁ξR
F鰍Gξ7‘
slg
sPAf了ER
E：kVSL
雀噸こ
sCWitSTk，　R
SFAこTξ臼　［1誓縁煮L　ll｛R〔
　　　　　　VVO　S　2
　　　　　　　贈5Σ2
　　　　　　　属9
　　　　　　　AV
　　　　　　　PJFSら
　　　　　　　llF／F5ら　
??
　　　　　　　！：Y．FSI　H
VVO　S　2
，ξ駅5工2
　An
　pp
　SJF5ら
　篇解5らH
vttv　s　e
r孝頃5＝2
　Aじ
　直b
《」｝』5喝
　，己慕F51　卜弱
SC十H　k，iSTEH　一
ee
????
O
10
g2
＠
f，DS　A．STRING　5U［rt　A＄
鯉AI開　PREnlCATE　VE賦s
OEPfflOEaT－SEARCH　　　　　　tiev’S－pAt’TgRsF
　　　　　5駈騰A階丁軍ζ甲LEVEL
　　　　　　6DV　5鱒P《了丁εR凹
　　　　　5駈罵A暦τIC一しεVε」
GCVERNeR－S［ARCH
　　　　　　曝ov　s”FA†τεR瞳
　　　　　T総武阿SFORHS掌lO紀
　　　rRA賊SFo総BED　BV
　　　了RANS｝’O騒ttEO　F負O擁
　　　　　　　軍腕D鼠XEわ　FRO韓
　　　FマRA闘5ドORHEn　τo　　’
　　　　　s巴韓《鐸τ1⊆一LピvξL
　　　　　Sf目ANIIζ一しE》E」
　　　　　　6日v　5瞬PATVER鷺
　　　　　5己阿貞熔ττζ．しEげEL
GeVERKOR－SEARCH
　　　　　　　　　　s￥7霞顧REし
　　，　SYt“．RELANAPHO陵巨こ冒A「‘長し￥5：s
　　　　　　　　　　　　　Gav
　　　　　　　　　　　　S．PAT
DEP
OEP
eEp
Pf芦
eo’v
????
匿
oz
??????
???
oz
???
???
????
06
es
as
即A駈鷲
S：E　．
5PA臼駅
巨1掩瓦哩直し　．
どμ曜
昌。畦VEST竃峠
。含。？
短03
0202
o？e？os
o？e？
o？o？
　　雛
loel
F／IA「．と曜t
　　S1
5！E
SCH㌧ニピ5τ乾目
spバ運艮
ε！甲ALSIE
魍　1
ARfSら
NTI　1
嗣　工
擢馨　ユ
nM　；vo
ARFSら
yo
v，gD　5　2
「呪512AO
kV
NFS＃
　B呂F5侮　H
巳VD
P　AJFS4
巳Vδ
B！vn
臼VD
麟vo邑2躍4　1
P　“ssg
???
b2
；e
巳榔　　らB呂
P　き“ドYS4 巳1‘蓉
己隅　　ら目己
一
P
O??・盟■．鼻盟一卿輪陰???? ????????????
?
p　1・：’Fsg
04
　　vゆ52巳2，↓門　　1　　　巳lhY
　　e？SM　　　06
　　t／t　＄1？
　　聖己照5ら　H
　　AD
　　AO
　　＝1置s12
6副
?【???????
10
F
巳歌端堀　　1　、　8＝xx
＠
TEST　＄！NTt’NC｛
t
しEX‡⊂SN　5」《賃こH
cov．e：h’“tun　gf　lsFs
FcR　A　sTn：tcs　sucH　As
艘A軍配　P綿EVl⊂ATE　VE資8
PεPESOfNTq5ξ再H⊂病
　　　　　　60V　5・P義了了ε霞1‘
　　　　　5巳μA縮丁＝し・LEり乏し
　　　　　SE唇ANTIc駒LヒvξL
　　　　　　60y　s，PAτTE飛闇
　　　　　5穏Mn緊丁［ζ脚LEVEL
ξvvξ9隔OttpSEAR厚H
　　　　　　　　　　sv「～了，只EL
　　　　　　　　　　sy冠r，REL
SqAFHO“IC．ANkLYS：S
　　　　　　　　　　　　　evv
　　　　　　　　　　　　S－PAT
　　OEP
　　eEP
　　tEP
　　gov
　　GOV
S－P－T
OEP
GevGsvDEP
GtV
????（? ??
????????
Ol
??
???
04
e2
罎　冒1楓　届L髪もしξ「i　稼ε7丁窺　警lcドτ　マ9kじ；；r」　T，EI、　厚
冒駅
蓉Pしし臼屋
H「じTE
町ひ￥
T躊A／／R；G
5ε鰹
　　磯程
　　司。ししε聖‘
　　HτuTヒ
　　圃ζ碕1
’　　τ；Al蜜＝旺・
　　5ξ菖℃
e2
02　si
o？　ee
Ob
oe　es
??
????
DS
cら
W：R
欄ししと理
HE口TE
N！c卜lT
TPAじ縁＝6
SEI’t
sfiea
050？
論．nしし乞「匡
e60z
WSR
seitt
Hξv了E
町段
sti’：
eso？
TOAし．R＝6
HドVTL
了P“「HiG
Tt｝⊂←耀
r“lcliT
駄凋　1
SJ
S一　1
畿　＄H
」???
sy，
11v　Ptl
v・SC　F　1
　LP
　Vk　　　r
　hJ
’1f
i．y　Pil
VVD　P茎
　舜．P
7．A
　乱J
v茎
．uM　PII
WVD　P；AC
VA
　l．J
vl
SvT　1
s　vt
????
巳v；
?
ath
os
S6
os
Ob
05
?
　　vvP　p；　esS　VO　t　B　vl　P　　　　　　　　　　o昏5y，
　　，∫阿pz工
　　v「　　　　　　　　帖
　　《口
　　らΨPll
　　ソl　　　　　　　　o5
巳サ1　　　島
???????〔．??
137
＠
　　　　　　　　　　　　　GOV
　　　　　　　　　　　　s・》A了
　　　　　　　　　　　　　　OEF
　　　　　　　　　　　　　fitv
　　　　　　　　　　　　　gsv
　　　　　　　　　　　　　fiev
FOg　A　STRtliG　SUCH　A5
＃A！昂　PREO監こAτε　VERS
DEPENeEN了騨s霧AR⊂H
　　　　　　GC》　50pAτ了ξR賊
Gev［RNOR－SEARCH
　　　　　　gav　5－PATTERN
　　　　　了RS髄SFe貞HA亨le馳
　　　TRAttSFCRHEe　SV
　　　TRA搾SFOreMtO　F貝G麓
　　　　　　　INnExin　FneM
　　　TRANSFSRNEO　To
　　　　　s駈鱈A躰丁辱ζ曹LE￥EL
fiO＞葺RMOR●5EAR⊂睡
　　　　　　　　　　SVNT印RE」
　　　　　　　　　　s▼nT藺紀EL
GIvε　vp　PみR51穐el
“6
???????? as
???
瓠e？
Ol
Ol　　卜
　　05
SCH’一・ESTER
lOO喜　　　　　APFSら
tU殿ζ
SPArT駅
E幽門凡
1軽旺
FRAfiiN
s！E
5：AtT駅
εIN”跳L
；“RE
sζK冒E5了ξR
020？
02し2
0？e2es
o2艀e2ez
　　眺
N：t　；
隅　　工
細　　＆
駈鰻　翼
即蟹　工
鴨
　　耶F5らH
ρAJFSら　PNI．「F5も
　　055鯛
　　帰FSも
　　AV
　　AO
　　AJFS亀
　　vvg　52
　　rミ軽5t2
　　AV
　　An
　　AjFSら
　　tヨ隊FSl　H
8鴨
a　vo
肌ve
5v貸etvo
B？剤’t　1
???
o晒
巳駆
B？xズ
庭　N”
S2，Ne
肌鵯
e4
塒
02
3駅
らH島
も”巳
????．???
p
・鱒霜曜9一”囎一一
?
6ヒM　乙 UlxK
＠
TEsT　SENT：：aCE
L巨×星くG，‘　§ε属疲⊂H
Catet，NAIvah，　nF　1，，FO
???????
ζ　Lゼ　‘・Aト。7fl　6，1＝　v・亀　ム　L，　£c［Lε　Et「
L鷲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タ．9」‘s
GA賀CCf‘　　　　　　　　　　　「測壁5　　葦娼
9”竃　　　　　　　　　　　　5’k’
V汽　　　　　　　　　　　　　V、「，
A　　　　　　　　　　　　　賎．
Ll　　　　　　　　　　　　μ．瓢5
麗穿Lε　　　　　　v還『～能¢
巳［A婆　　　　　　　　　　　　　　　ノ．」1昌5
しf　　　　　　　　　　　　　　照「’5
G丸Rζv／t　　　　　　　　　　　　　t／v層ぞ5　　毫ヨv
Q｛罎　　　　　　　　　　　　　　　　　　5町q
V画　　　　　　　　　　　　　　　　　　　V’．’t．
A　　　　　　　　　　　　　　旺
い　　　　　　　　　　　　照F．5
諄くqL気　　　　　　　　　　　　　　blVF5　　LC．
ESτ　　　　　　　　　　v囑
eF．Av　i，Jvs
tttAli　S
??????
??
?
? ?
??????〜，?＝ ?
fOR　霞　5了財‘N◎　5u⊆fi　AS
肖AI鰐　PRED塞cAτ鶏　vヒ躍6
eEFgNiEbeT．StAHCH
　・　GVU　S－PATIERM
　　　　　sEHAN丁軍。－LEVI1L
　　　　　SEYANT！⊂一し£vεし
　　　　　　GOV　S－PAITEPN
　　　　　SEHANT：C－L5VEL
　　　　　5し哲ANT足C脚しLYEL
　　　　　　Gov　s－PA了τ∈脅闇
　　　　　sξドA舛T謬こ響Lヒvεし
　　　　　　GeV　S－PATTERTt
　　　　　SEMA暢丁Ic曾LEVEL
　　　　　　GOV　S－PATTERfu
　　　　　SEMAnT「く層しεVEし
　　　　　　G口げ　5－PAWTE霞N
　　　　　SE＃AN了：ζ鴫LEVξL
GOvEftNeH．SEARCH
A梶AFHagl⊂曽A閥轟も》s15
　　　　　　　　　　　　　　6目v
　　　　　　　　　　　　＄．PAT
　　　　　　　　　　　　　　eEp
　　　　　　　　　　　　　　vgp
　　　　　　　　　　　　　GuV
　　　　　　　　　　　　s，PAT
　　　　　　　　　　　　　　esp
　　　　　　　　　　　　　　UEp
　　　　　　　　　　　　　　Gev
　　　　　　　　　　　　　　Gav
　　　　　　　　　　　　　　Ggv
　　　　　　　　　　　　s冒PAT．
　　　　　　　　　　　　　　eEp
　　　　　　　　　　　　　　GUV
　　　　　　　　　　　　5韓PAτ
　　　　　　　　　　　　　　口EP
　　　　　　　　　　　　　　Gav
　　　　　　　　　　　　．S－FAT
　　　　　　　　　　　　　　eEP
　　　　　　　　　　　　　　EOV
　　　　　　　　　　　　s巳P《T
　　　　　　　　　　　　　　DEP
　　　　　　　　　　　　　　GUv
???????
oe
o？
???
eら
os
e7
Ob
鱒
。兎
。填　仁？
oes　o“
e2
0？　ot
a？　ol
e］
e3　cら
04
0ら　050s
as　c707
070凸
??
「???
e4
os
oア
06
」じ
6駅⊂口蟹＝
avt
VA
a
L，
ECOLE幽E5T
aEA塁
壱5蟹
騎儲
工ら。＝
e60！
ogel
leol
εsT
書502
6駅ごurε
塾fA曜．㌃
GAacuulle3
Lf
Q号τ＝
魯EAサ
もE
out
工ら。乙
VA
VA
o6戟
A
A
OOOI
EC肌ビ
EcaL亀
ieo．l
Li
い
篤輿h5
一q：5
1in
vo
Rt
APf’r
1．VY，S
e2　5y，
汎ρ営箪
gl　s／．
飼R
Yo
HE
APfS
o6　5酵
t‘＃”5
　！．＝翌P5　　　図口
SVK
VVD
　PE
　AgFs
　「：／JF5　　しo
vt，g
AJ7S
Bvn
PAJりs
5　冒a
SRF
fi犀聖
P　AU，：＄
ｵ????
???．? ?》． ???《 」???《
??
??
?????????????
????「???????????? 」 ? ???? ??? ?，??
?
?
?
P
????
艶　M鱒5
ρ　暗師ドs
?
e
e
戸n．HFS
???
．??
e
e
SJMS
こ9陣
餌yy，S
「????
??
??
＝?
ss
??＝?
14
；4
??
B
e駅
e
s
巳r；R
　　o5　5慧
　　　　　　　e“
　　　　　　」o響
　e
・to　teLO　　　　工。
　P駅FS　　B
P
p
138　一
ノTEST　Sfl：TtSCF． o
灘　Lξ　r≧ε《り　fiAR⊂9豊ヒA【，1£　し直　PE燕v　FIししε　鋸
Leぱ‘（oトま5匡轟尺⊂種 ??????LC
SF．A，d
6ARru「占
A伊「
しA
s£A書1
∬：隷£
　A貸1函5
り甲5
　t／L／一S　liV
VtFC
Anrs
り「用5
　「i｝7Fs　　k口
???
10
ζo．団巳1髄義了軍UtこじF．置ぢFC
LE　一1
5「黒．哩
G駅「Vt‘
At＃F
い雛照Fどw』
A”MS
　AJ喚s
「1照5　田
V郷
駅FS
　《」「聖5
　「艦蟹F5　　μ口
????
10
FoR　A　STainG　s“ot　A5
＃Al犀　ppw8⊂ATと　VFHts
SEFWHDrrNT．SEA”CH
　　　　　Gev　s胃PA了了旦R写
　　　　　5準舅武卜‘￥1こ甲LピVEし
　　　　SEHA瞳TIc一LEV藍L
　　　　　Gov　s，PA了丁ξRN
　　　　sE鷺A，｛τ監C．L鶏VEL
　　　　SEtiANT雪⊆騨LEVEL
　　　　　60v　s朝PA了TERN
　　　　sE丹再taT匿。噂しξVEL
GovERtioH．sfAgoi
GIVEり臼PAq跳馬6
．o1
　cr2
　e｝
　Oa
　os
　¢伽
　e7
o馬
。ら
。ら05
0ら070s
o｝o欝
邸。＝
oア，
07　OS
eb．
???? ?????? ? ?? ??」?
昌2鑓
：lel
ieol
t’／’t
AeyS
AnFs
長甲5AJVS
　，とり「燭5　　睡り
vソ診
　解F5
　査」蟹層5
　「‘PF5　　酵u
B鴨
P　AJYS
P　AJFS
S　llY
P　ts”，HS
P髭，解5
???
le
s
S・tiR
s
P
＠
｝
TE5了　SEr‘7」，鞠くE
謬　Lr　PEAU　OAH⊂O’i　Fひ理ξ　LA　OEししf　F黙．しし　ご
LEXICab：　SLAnCH
ceNevaAT：u“；　eF　lr“e
?????? LF
8「却「
6λ琉co謡
A【鯉ε
い
6rししヒ
FJししヒ
しに
日「為り
GARfu：e
A：鷺LA
5襲．ktE
fにしヒ
　貞q”5
　A：“S
　巳！財配，§　　謳聖り
vvc
　AR卜．5
　P＃ps
，　t／YtS　HU
　声に’乏s
　轟」，「δ
　「…Y》5　　械謬
v±t＃
ASFS
AJ匡．5
　「濯F5．　Hり．
「?「??
IC
???
te
FOR　4　s匹媛lr，籍　ht／c鱒　AS
ド昌tN　P霞tttlζ箕丁ヒ　リξR挿
。ξpemξ馬了閥5E轟HCH
　　　　　向t1￥　さ■ド《丁了ER鵠
　　　　　5と「■颪，｛r罷し層LヒVEL
　　　　　sと，iA冠「2こ▼Lピ、．比し
　　　　　“tiv　5－p，urEgu
　　　　　＄しyA、1竃。．L←．VEし
　　　　　5』ダ轟㌧「＝ζ腎しきVEL
　　　　　働OV　S｝P轟TTERn
　　　　　SLYAVI！c曽L』vぼし
　　　　　5奮μ《P‘τIc畠LLVと」
GOVE臼SOR曹SE筑PC賊
ANAPHVR：C－4NALVSIS
　　　　　　　　　　　　tsvv
　　　　　　　　　　　s曹PAr
　　UEP
　　口EP
　tら。》
s．　噸PA了
　　oEP
　　v［p
　G口v
5－YAT
　DEPSEPGov
Gov
fiov
fivv
Sl
O2
es
oら
eb
Ob’
e7
“4
o］
e7
＝???
r
c；
??????
?
?
??
?
????????
??
????
??
LC
bFス讐
G：，RCUV
A：HE’
L，s
臼［v．巳
FILしし
舩02
：le3
1eel
A！Hr
a？or
Ga＃fuTi
F：V．t
GA”CU，t
1工Ol
Lfi
efAtt
FILI．L
toes
LA
罰しL［
し「
巳こA尋
LA
aFLしε
恥噂
義嘩5
ARfS
N噴
Ol　5興
Anr．S
Oi　SM
APFs
o5訓
　轟7監s
　武」「乳5
　蓼．．．F’vs　　蓄零u
V囎
　．tUF5
　《」ダ5
　「1甲FS　　卜4U
3v箒
F　AJVS
P　AJFS
　VvDEvO
　　「1脛り5
　　t／”FS
　　，轡，，s
PAJ鰹5
　　c？s貿
　　A尺y5
　　A＃US
　　llYFS
F　AJFs
　e6　sy．
　　ARFS
　　AjFS
　　AntTs
　　Aj堕s
　　ARFS
　　AJFS
8　k・t，
P節理5
p　1｛ltFS
e　ec，，
　07　Spt
「????
距
e？
?
e＃R
e
?
閲　　　　u
y口　　　　10
湘　　　　駐
　P　kyns　　　耳　阿R
H口　　　　10
戸配》FS　　s
e
P
139
